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４０４人

４月６日（水）から令和４年度の学校生活がスタートしました。新２年生は、クラ

ス替えがありました。新しい学級は、どんな雰囲気（ふんいき）ですか。その学級の

雰囲気は、皆さん一人一人がつくるものです。新しい友人もできるでしょう。ぜひ、

自分の居場所である自分の学級を大切にしてください。

新３年生は、昨年度の３月頃から顔つきが変わってきました。いよいよ最高学年で

ある３年生になるという自覚（じかく）と覚悟（かくご）が感じられました。何事も

最初が肝心（かんじん）です。ぜひ、今の気持ちを大切にして、１日１日を充実した

ものにしていってください。３年生の活躍に期待しています。

新入生は、この３日間、緊張（きんちょう）したことでしょう。緊張できたことは

わるいことではありません。人は、緊張する中で成長できているものです。来週から

は、少しずつ中学校の生活にも慣れていくことでしょう。大切なことは、生活のリズ

ムをつくることです。睡眠時間をしっかりとることです。１年生の明るい笑顔が見ら

れることを楽しみにしています。

今年度の野田中学校の生徒の数は、３６３名です。それに対して、教職員の数は、

４１名です。割り算をすると、教職員１人あたり生徒が８．８人となります。この数

字が４人ぐらいになると、もっといいのですが、なかなかそうもいきません。

先生方は、生徒の皆さん一人一人のことをよく見るようにしていきます。健康状態

はどうか。心配事はないだろうか。悩んでいるのだろうか。困っていることはないか。

皆さんは、中学校の３年間で少しずつ大人へと成長していきます。しかし、まだま

だ大人ではありません。皆さんを助ける、サポートする人たちが必要です。先生方を

はじめ、お家の方など、まわりの大人を頼（たよ）ってかまわないのです。

心配事などは、人に話すと、すっきりしたり、解決したりするものです。一人で考

えることは、とても大切なことです。人に相談することは、もっと大切なことです。

先生方は、皆さん一人一人のすぐそばにいたいと考えています。そして、皆さん一人

一人の成長を見守っていきたいと願っています。

４０４人がともに生活する野田中学校を、みんなの力で居心地（いごこち）のいい

場所にしていきましょう。


